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菜の花栽培ガイド

















菜の花プロジェクトへのお誘い








菜の花を育てて環境について考えてみませんか？
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2月





4月





6月








菜の花の苗を配布


10/31～11/3	


	大阪経済大学大学祭


11/8	


	西淀川高校文化祭





→苗を植え付け











西淀川ESD環境省モデル事業


■主催：持続可能な交通まちづくり市民会議　■お問い合わせ：あおぞら財団（事務局）


　〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル4F


　電話：06-6475-8885　FAX：06-6478-5885　 Eメール：� HYPERLINK "mailto:webmaster@aozora.or.jp" ��webmaster@aozora.or.jp�


　ホームページ：� HYPERLINK "http://www.aozora.or.jp" ��http://www.aozora.or.jp�/　ブログ：� HYPERLINK "http://nanohanany.blogspot.com" ��http://nanohanany.blogspot.com�/

















廃油回収をはじめませんか——必要なのは【場所】・【人】・【気持ち】のみです


　使用済みの天ぷら油を流して捨ててしまうと、川や海を汚してしまいます。しかし回収して加工すると、ディーゼルエンジンを動かす生物由来の燃料（バイオ・ディーゼル・フュエル、BDF）として活用することができるのです。身近なところからはじめられる環境問題への取り組みをはじめてみませんか？


　西淀川菜の花プロジェクトではその一環として廃油回収をすすめていますが、 現在、回収の拠点を提供してくださる団体などを募集しています。道具やノウハウはご用意しますので、簡単にはじめることができます。必要なのは、近所の人が気軽に立ち寄ることができる【場所】とご対応いただく【人】、また環境や地域のために何かしたいという【気持ち】だけです。下記連絡先までお気軽にお問い合わせください。






































種まき（9月中旬～10月中旬）


・野菜用の深いプランターに土・腐葉土を入れ、種をまくところから10cmほど下に肥料（元肥）をしこみます


・ひとつの穴に種を5粒ほどまいて軽く土をかぶせ、水を十分に与えます。間隔は25cmほどあけてください








間引き・追肥（11月中旬）


・間引き：本葉が2枚でたときに2〜3本に、また4枚でたときに1～2本に間引きます


・追肥：菜の花から少し離れたところに肥料をひとつかみ入れます








追肥（2月中旬）


・つぼみが出たら肥料をひとつかみ入れます








開花（4月中旬）


収穫（6月ころ）


・さやが緑色から白・茶色に変わったところで収穫します（種が飛び散る前に）


・収穫した種は、9～10月に再びまくか、あおぞら財団まで持参してください





※毎日水やりをする必要はありません。土がかわいたら水を与えてください

















※菜種はタキイ種苗株式会社と財団法人おおさかみどりのトラスト協会からご提供いただきました








菜 種























9月








まずは育ててみましょう


――育て方はとても簡単です





準備


用意するもの


・プランター（30cmくらい深さのある野菜用のものが望ましい）あるいは庭


・種


・土・腐葉土・肥料








菜の花カレンダー2008





菜種を配布


9/21　東淀川区民まつり


9/27　西淀川区民まつり




















菜の花の種をお届けします





ご自宅や学校・職場で菜の花を育ててみませんか？お配りした種をぜひみなさんもまいてみてください。





菜の花プロジェクトとは





「菜の花プロジェクト」とは、地域の空き地や休耕地で菜の花を育て、収穫した菜種油を料理に使った後に廃油と一緒に回収し、環境にやさしい代替燃料としてさらに利用しようという試みです。自動車の排気ガスによる大気汚染やCO2による地球温暖化などを抑止して循環型の社会をめざす取り組みの一環として、また人をつないで地域を活性化させるために、全国各地で取り組まれています。


























